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     な研究活動はどこで両立








（AAAS：American Association for 



















































膠  NIH2005 年度予算が
大統領予算教書で示
された





































た「New Pathways to Discovery」
に 1.37 億ドル、②学際的な領域
におけるチーム研究を推進する
「Multidisciplinary Research Teams 
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International Society for Optical 
Engineering ／ USA）が主催す
る 国 際 会 議“Microlithography 
2004”が、米国西海岸のシリコ
ンバレーの中央に位置するSanta 





















発表が① Emerging Lithographic 
Technologies, ② Metrology, 
Inspection, and Process Control,
③ Advances in Resist Technology 
and Process ing , ④ Optica l  
Micro l i thography , ⑤ Data 















































































































（参考：Science Vol 303，Issue 5660，
993‐997，2004年２月13日）
用を有償で受け付ける。予算規模











Chiao Tung University： 台 湾 最
大の科学技術大学）の敷地内で
は、以前から国立応用技術研究
所（National Applied Research 
Laboratories）が運営し、国内の
科学技術系大学が共同利用するナ
ノデバイス研究所（National Nano 
Device Laboratories（NDL））とい
う６インチウエハ用の半導体デバ
イス研究設備が運営されている。
新たに８インチ用の新棟（クリー
ンルーム面積：3,300m2）が 2003
年中に建設を終え、現在は内部設
備をインストール中である。NDL
はほぼ 100％政府出資の機関であ
るが、プロジェクト研究の形で国
内外からのアクセスが可能な機関
である。これまでの６インチ設備
は140名以上の専任スタッフを有
する極めて管理の行き届いた施設
である。2003年までの実績として、
約 50のトレーニングコース、約
10億円相当の大学向けファウンド
リ（試作）サービス、共同研究163件、
74の論文発表を挙げており、特に
半導体デバイス技術者として即戦
力となる人材の供給という意味に
おいて、台湾産業界へ大きな貢献
を果たしてきた。８インチの新設
備も、同様の管理体制のもとで運
営されることになっている。
　研究と教育を意図する最新設備
の共同利用施設が、大学の敷地内
でどのように発展していくか、今
後の研究成果が注目される。両施
設とも、最新のナノファブセンタ
ーが外部の研究者も利用できると
いう点で、日本の大学には例が無
いタイプの施設である。今後、日
本の各研究機関もコラボレーショ
ンを検討する余地があろう。
